
カ
ル
テ

ス
》
刀
↓
m

＼
角
'
,
.
▲

ヒ
ト
メ
タ
ニ
ユ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス

感
条
は
、
 
2
0
0
1
年
に
発
見

さ
れ
た
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ユ
ー
モ
ウ
イ

ル
ス
に
ょ
る
呼
吸
器
の
感
染
で

す
。
多
く
が
1
S
3
歳
の
乳
幼
児

の
間
温
行
し
ま
す
が
、
大
人
に

も
感
染
し
ま
す
。
せ
き
や
く
し
ゃ

み
で
飾
へ
出
た
ウ
ィ
ル
ス
を
吸

す
る
と
ゼ
イ
ゼ
イ
、
ヒ
ユ
ー
ヒ
ユ

ー
と
い
う
呼
吸
(
喘
鳴
)
や
呼
吸

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

検
査
に
は
「
迅
速
検
声
が
あ
り
、

鼻
の
奥
に
燥
を
入
れ
、
W
分
程

度
で
結
果
が
出
ま
す
。
迅
速
検
査

の
倭
適
用
は
、
6
需
で
肺

炎
が
強
く
疑
わ
れ
る
場
合
に
限
ら

症
状
は
が
ぜ
＼
手
洗
い
な
ど
対
策
を

い
込
ん
だ
り
(
需
演
奬
)
、
ウ

イ
ル
ス
に
触
れ
た
手
で
鼻
や
口
を

触
っ
た
り
畏
触
感
染
)
レ
て
感

染
し
ま
す
。
感
染
か
ら
発
症
ま
で

に
4
S
6
日
を
要
し
ま
す
。

症
状
は
、
発
熱
(
多
く
が
4
S

5
日
)
、
せ
き
、
鼻
水
な
ど
の
い

わ
ゆ
る
「
か
ぜ
症
状
」
で
、
犠

的
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
化

可

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
国
で
冬
か
ら
春
に
か
け

て
流
行
し
、
わ
が
国
で
は
3
S
6

月
が
ピ
ー
ク
で
す
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
釋
以

降
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
流
蒔
期
に
変
化
が
あ
る
た

め
、
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ユ
ー
モ
ウ
ィ
ル

れ
る
た
め
、
症
状
が
軽
い
場
合
や

6
歳
以
上
は
自
費
に
な
り
ま
す
。

治
療
に
つ
い
て
は
第
薬
が
な

く
、
対
症
疾
を
行
い
ま
す
。
一

度
の
感
染
で
は
十
分
な
免
疫
を
得

ら
れ
ず
、
感
染
を
秀
返
す
こ
と

で
徐
々
に
免
疫
が
つ
き
症
状
が
軽

く
な
り
ま
す
。
劾
児
や
高
齢
責

免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
人
は
重

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
対
策
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
兄
弟
が
疑
し
て
い

る
場
合
に
は
、
ド
ア
ノ
ブ
、
手
す

り
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
よ
く
手
が
触

れ
る
場
所
を
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

(
丘
屋
呆
児
科
医
貪
岡
藤
隆

夫
U
姫
路
市
岡
藤
小
児
科
医
院
)

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

ス
感
染
の
流
蒔
期
も
変
わ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

登
園
・
登
校
に
つ
い
て
は
、
決

め
ら
れ
た
も
の
は
な
く
、
交
の

状
態
が
良
け
れ
ぱ
可
能
に
な
り
ま

す
。
高
な
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
た

地
壁
や
感
染
拡
大
誘
ぐ
に

は
、
手
洗
い
、
霜
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
マ
ス
ク
の
着
用
せ
き

神戸新聞社 令和7年3月)3日(日)

ヒトメタニューモウイルス感染症は、風

邪と似た症状を引き起こす呼吸器感染症で

す。乳幼児や高齢者、免疫力が低下してい

る人が感染すると重症化する可育を陛があり

ま,す。専門家に予防法や治療法を聞きまし

た

朝刊


